
中期取組
目標
振り返り

・低・中・高学年にブロックマネジャーを配置し、一部教科担任制を採り入れることにより、一人の子ども
に対して多くの教職員が関わることができるようになり、きめの細かい組織的な児童指導体制を構築
し、「全児童を全職員で」というスローガンを具現化することができた。その結果、いじめ問題に関して
も、未然防止・早期発見・早期対応の感度や対応スピードがより高まった。
・急増する外国籍およびつながる児童が、出自に関して差別を受けることのないように、人権教育実践
推進の柱として意識しながら支援体制を構築することができた。

中期取組
目標
振り返り

低・中・高学年各ブロックへのチームマネージャーの配置と全学年における一部教科担任制が2年目を
迎え、そのメリットがより明確になってきた。特に、TMネットワーク会議というチームマネージャー同士
の情報交換会を毎週行うことで、児童指導に関する重要な情報を早期に把握し、有効な手立てを早め
に講じることができた。より一層のきめ細かい組織的な児童指導体制を構築することができた。国際教
室を中心とした外国につながる児童への支援体制もより丁寧なものになってきた。今後も特別支援教
育を本校教育活動の根幹に据えて、一人ひとりを大切にする学校経営を構築していきたい。

中期取組
目標
振り返り

学校関係者
評価

・保護者アンケートの結果では、「楽しく学べる工夫やわかりやすい指導をしている。」という良い評価を
得た。また、「いのちの学習」を継続してほしいという声が多かった。今後は、宿題の量や内容などさら
に家庭との連携を進め、学力の定着や向上につなげていく必要がある。
・「まちとともに歩む学校づくり懇話会」では、子どもたちがよく挨拶をしているという評価を得た。また、
今年度から取り入れた一部教科担任制について、子どもが多くの教員とかかわる機会が増え、多面的
できめ細かな支援につながっているという評価を得た。今後も継続してほしいという要望をいただいて
いる。

学校関係者
評価

・保護者アンケートの結果では、コロナ禍で感染拡大防止の対策やできる限りの教育活動、丁寧な指
導が評価された。ただ、一部授業日数や時数の減少で、学習の進み具合や理解について不安の声が
あった。
・学校運営協議会でも、コロナ禍での学校対応に評価をいただいた。また、運動会や修学旅行の実施
有無への貴重なご意見をいただき、子どもの健全育成や教育効果、思い出作りの価値に重点を置き、
感染拡大防止の対策を講じながら実施することができた。

学校関係者
評価

ブロック内
評価後の
気付き

・ブロックとして育てる子ども像を「自分づくり」に示し価値の実現をめざした授業公開や情報交換は、
効果的であった。資質・能力の分析を共有化することで指導のポイントを話し合うことができた。具体的
取組についても協働でできるよう模索中である。・９年間を見通して小学校で身に付けておくべき学習
内容や学習ルールについて話し合われ、活かされている。・中学校のＡＥＴが複数回小学校を訪問し、
学習指導を行ったことは児童にとって充実感や英語学習へ抵抗をなくすことに有効であった。他教科で
も小中交流授業を広げていきたい。

ブロック内
評価後の
気付き

　今年度は感染拡大防止のため、授業公開や情報交換、交流授業は行えなかった。
　担当者で情報交換を行い、来年度に向けて行事予定を確認したり、ブロックとしての取組について計
画を立てることができた。感染対策にも配慮しながら、これまで積み上げて来た取組を続けていきた
い。

ブロック内
評価後の
気付き

①コロナ禍で制限があったが、できる限り授業
実践や情報交換に努めることができた。②リド
ルリーダー等が積極的にメンター研修に関わ
ることができた。③個々が自分の役割を理解
し、当事者意識をもって職務に当たっていた。
④教科担任制を生かして、特に児童理解を充
実させることができた。

A

人材育成・
組織運営
（働き方改
革）

①毎週の学年研で互いの実践を情報交換し合
い、授業・学級経営改善を行う。②年に３回程度
は、管理職や先輩教師が、指導者、相談役として
メンターチームに関わる。③適材適所・抜擢によ
り広く人材登用を行い、OJTを通して校務への参
画意識を高める。④全学年で一部教科担任制を
実施し、教材研究の時間を確保する。

人材育成・
組織運営
（働き方改
革）

①ミドルリーダーを中心に日常的にお互いの実
践を積極的に参観・情報交換し合い、授業・学級
経営改善のための活動を行う。②主幹教諭や先
輩教師が、学年研や各分掌において指導者とし
ての意識をもち、積極的にメンターチームに関わ
る。③適材適所・抜擢により広く人材登用を行
い、OJTを通して校務への参画意識を高める。④
一部教科担任制を導入し、教材研究の時間を確

・メンターチームは計画的に研修を行い指導
力向上に努めた。研究授業を通して先輩教員
からの支援や指導も活発に行われた。・業務
のスリム化に向けて各分掌で意識することが
できた。・一部教科担任制は児童理解におい
て効果的であった。合理的なシステムを構築
し働き方改革にもつなげたい。

A

人材育成・
組織運営
（働き方改
革）

①ミドルリーダーを中心に日常的に互いの実践
を情報交換し合い、授業・学級経営改善を行う。
②先輩教師が、どの場面においても指導者とし
て積極的にメンターチームに関わる。③適材適
所・抜擢により広く人材登用を行い、OJTを通して
校務への参画意識を高める。④一部教科担任制
を推進し、教材研究の時間を確保する。

➀具体的な事案を通して、未然防止の観点か
ら周知徹底行った。②子どもたちの実態から
学びに繋げることを大切にし、心情の育成に
努めた。③④教師一人一人のいじめに対して
の危機意識を高め、小さなことでも見逃さずに
組織的に対応すると共に、子どもや保護者に
丁寧に寄り添いながら支援を行った。

A
いじめへの
対応

①いじめの定義に関する理解を周知徹底する。
②道徳教育や人権教育の充実③いじめの根絶
に向け、アンケートを実施し、未然防止や早期発
見、早期解決に組織的に取り組む。④子ども・保
護者の心情に深く寄り添った丁寧な対応を徹底
する。⑤職員間の円滑な情報共有を行う。

いじめへの
対応

①いじめの定義に関する正確な理解を周知徹底
する。②道徳教育や人権教育やいのちの学習な
どを通して、いじめをゆるさない心情を育てる。③
いじめの根絶に向けて、いじめの未然防止や早
期発見、早期解決に組織的に取り組む。④子ど
も・保護者の心情に深く寄り添った丁寧な対応を
徹底する。

➀②具体の事例を通して周知徹底行うことが
できた。また、いじめ防止についても学びを通
して子どもたちの心情の育成に努めた。③④
教師一人一人のいじめに対してのアンテナを
高くもち、小さなことでも見逃さずに組織的に
対応すると共に、子どもや保護者に丁寧に寄
り添いながら支援を行った。

A
いじめへの
対応

①いじめの定義に関する正確な理解を周知徹底
する。②道徳教育や人権教育やいのちの学習な
どを通し、いじめをゆるさない心情を育てる。③い
じめの根絶に向け、いじめの未然防止や早期発
見、早期解決に組織的に取り組む。④子ども・保
護者の心情に深く寄り添った丁寧な対応を徹底
する。

①国際理解教室や人権週間を通して、異文
化に対する理解が深まった。②外国語に慣れ
親しみ、進んでコミュニケーションを図ろうとす
る姿が見られた。③国際教室で、教科生活支
援、家庭支援を行い、安心して学校生活を送
り、日本語能力も個々に上がった。

A
国際理解
教育

①国際教室では、生活・学習面ともに豊かで楽し
い学校生活を送ることができるよう児童・家庭を
支援する。②異文化を尊重する態度や異なる文
化を持った人々と共に生きていく資質や能力の
育成を図る。③外国語を通じて、積極的にコミュ
ニケーションを図ろうとする態度の育成を図る。

国際理解
教育

①異文化を尊重する態度や異なる文化を持った
人々と共に生きていく資質や能力の育成を図る。
②外国語を通じて、積極的にコミュニケーションを
図ろうとする態度の育成を図る。
③国際教室では、生活・学習面ともに豊かで楽し
い学校生活を送ることができるよう支援していく。

・国際理解教室や学校生活の中で異文化を
素直に受け入れ、共に生きていく姿が見られ
た。・学年が進むにつれ、外国語を通じてコ
ミュニケーションをとる積極性は減ってきてい
る。・国際教室では、「学校が大好き・楽しい」
という子どもを育てることができた。

A
国際理解
教育

①異文化を尊重する態度や異なる文化を持った
人々と共に生きていく資質や能力の育成を図る。
②外国語を通じて、積極的にコミュニケーションを
図ろうとする態度の育成を図る。
③国際教室では、生活・学習面ともに豊かで楽し
い学校生活を送ることができるよう支援していく。

①生活科・総合的な学習の時間を中心とし、
人・もの・ことにふれる機会を設けることで、考
え方を広げ、深めることができた。②自ら課題
や問題を見出し、解決に向けて、試行錯誤し
ながら活動を行った。結果、学びの質を高め
ながら、実践的な態度を養うことができた。

A
自分づくり
教育

①地域や身近な大人、仕事との交流を各学年や
クラスごとに積極的に行い、学習の中で意図的
に推進を行っていく。②各教科、領域で問題解決
的な学習過程を大切にし、目標に向かって努力
する実践的な態度を養う。③タブレット等を有効
活用する。

自分づくり
教育

①地域や身近な大人、仕事との交流を各学年や
クラスごとに積極的に行い、学習の中で意図的
に推進を行っていく。
②各教科、領域で目標に向かって努力する実践
的な態度を養う。

①様々な教科を通して、身近な大人から仕事
や役割に対する思いや考えを積極的に聞く機
会を設けることで、自分の考え方を広げたり
深めたりすることができた。②自ら課題や問題
を見出しそれらの解決に向けて個々でも集団
でも少しずつ学びの質を高めながら、着実に
実践的な態度を養うことができた。

A
自分づくり
教育

①地域や身近な大人、仕事との交流を各学年や
クラスごとに積極的に行い、学習の中で意図的
に推進を行っていく。②各教科、領域で問題解決
的な学習過程を大切にし、目標に向かって努力
する実践的な態度を養う。

・コロナ禍での行事を学校運営協議会や学校
地域協働本部の意見を踏まえて実施すること
ができた・総合学習で地域と連携し相互理解
につながった。・夜間防犯パトロールを教職員
が行い、非行の抑止力となっている。・ホーム
ページでの情報公開が好評を得ている。

A 地域連携

①学校運営協議会と学校地域協働本部との連
携により、地域の施設や団体との交流を推進し、
総合・生活・社会科などの学習の中でタイアップ
したり、夜間防犯パトロールを継続実施したりす
る。②地域の行事にクラブの子どもたちや学校教
職員が参加し、地域の方々と交流を図る。

地域連携

①地域の施設と交流を推進し、学習の中でタイ
アップしていく（総合・生活・社会科）
②学校と地域の安全のための夜間防犯パトロー
ルを継続実施する。（学校地域協働本部）
③地域の行事にクラブの子どもたちや学校教職
員が参加し、地域の方々と交流を図る。

・総合学習や生活科や社会科を通して地域と
連携し相互理解につながった。・クラブ活動の
児童や６年生が地域のイベントに出演し交流
を図れた。・夜間防犯パトロールを年間で２回
実施し、非行の抑止力となっている。・ホーム
ページでの情報公開が好評を得ている。

A 地域連携

①学校運営協議会と学校地域協働本部との連
携により、地域の施設や団体との交流を推進し、
総合・生活・社会科などの学習の中でタイアップ
したり、夜間防犯パトロールを継続実施したりす
る。②地域の行事にクラブの子どもたちや学校教
職員が参加し、地域の方々と交流を図る。

①支援計画・指導計画を作成し、特別支援教
育の充実を図った。②小グループ別でより実
態に応じた指導を行った。一般級の児童が個
別級に関われる場を設定した。③取り出し授
業等を行い、様々な学習の場で児童が安心し
て過ごせるようにした。④児童が見通しをもっ
て進んで学習できるような環境を整えた。

A
特別支援
教育

①個別の教育支援計画・指導計画の作成とそれ
に基づいた特別支援教育の充実を図る。②個別
支援学級運営の充実を図る（実態に応じた学習
内容・学習形態の充実・啓発など）。③学習ルー
ムや国際教室を開設し希望者の支援授業を実施
する。④学習環境の充実を図る。

特別支援
教育

①個別の教育支援計画・指導計画の作成とそれ
に基づいた特別支援教育の充実を図る。②個別
支援学級運営の充実を図る（実態に応じた学習
内容・学習形態の充実など）。③学習ルームや国
際教室を開設し希望者の支援授業を実施する。
④学習環境の充実を図る。

①支援計画・指導計画を作成し、関係機関と
も連携しながら特別支援教育の充実を図っ
た。②小グループ別の学習内容を工夫し、児
童の人数増加と実態の多様化に対応した。③
取り出し授業を行い、児童一人ひとりに合わ
せた支援を行った。④児童が見通しをもって
安心して学習できるような環境を整えた。

A
特別支援
教育

①個別の教育支援計画・指導計画の作成とそれ
に基づいた特別支援教育の充実を図る。②個別
支援学級運営の充実を図る（実態に応じた学習
内容・学習形態の充実など）。③学習ルームや国
際教室を開設し希望者の支援授業を実施する。
④学習環境の充実を図る。

①②基本的なきまりは守れるようになってきた
が、自分の考えや思いをうまく伝えられないこ
とや、相手の思いを受け入れることができずト
ラブルに発展するケースが多々ある。個々に
寄り添いながらチームとしての体制を充実さ
せ、粘り強く指導してきた。③④ＹＰの活用も
重点的に行いながら、職員の子どもに対する

A 児童指導

①規範意識の定着を図り、集団の一員として生
活できるよう、支援・指導する。②言葉で理解し
合える関係づくりを目指し、暴力案件を減らす。
学年経営・一部教科担任制を行い、全職員で
個々に寄り添った指導体制を進める。④Ｙ-Ｐアセ
スメント調査とそれに伴ったＹＰ活動を年２回行
う。

児童指導

①規範意識の定着を図り、集団の一員として気
持ちよく生活できるよう、支援・指導する。②友人
間のトラブルを子ども一人ひとりに寄り添って解
決する。③一部教科担任制を行い、全職員で全
児童を育てる体制を進める。④Ｙ-Ｐアセスメント
調査活用による児童理解を図る。

①約束やルールを守れるようになってきた
が、ふざけが多くトラブルになることがある。
チームとしての体制を充実させ、粘り強く指導
していく。②よく話を聞いて指導すると素直に
振り返りができた。③④一人ひとりを理解でき
るよう、職員同士の情報共有に努めた。

A 児童指導

①規範意識の定着を図り、集団の一員として気
持ちよく生活できるよう、支援・指導する。②友人
間のトラブルを子ども一人ひとりに寄り添って解
決する。③チーム学年経営・一部教科担任制を
行い、全職員で全児童を育てる体制を進める。
④Ｙ-Ｐアセスメント調査活用による児童理解を図
る。

①通信や調理風景の動画により、栄養や調
理過程に興味をもたせることができた。②低
学年が意欲的に取り組むことができた。高学
年への広がりが課題である。③コロナにより
集会をもつことができなかったが、各学年が
種目やルールの工夫をし運動量を確保した。

B
健やかな
体

①日々の給食指導を通じ、食の大切さを知らせ
る。②体感を鍛える本校オリジナルの「のびのび
ひまわりストレッチ」「滝小スマイル体操」を行い、
よい姿勢や体つくりを目指すとともに、けがの予
防に努める。③短縄跳び等を計画的に行い、運
動の機会を確保し、体力（特に持久力）の向上を
図る。

健やかな
体

①日々の給食指導を通じて、食の大切さを実感
させる。②体幹を鍛える、本校オリジナルの「滝
小スマイル体操９０」を通して、よい姿勢や体つく
りを目指すとともに、けがの予防に努める。③短
縄跳びを計画的に行い、運動の機会を確保し、
体力の向上を図る。

滝小スマイル体操は毎週定期的に行い、体づ
くりに努めてきた。短縄は天候や行事の都合
もあり、実施できないことも多かった。体幹や
けが防止に対して目に見えるような成果は感
じられないので、引き続きの取り組みと、でき
る限りの因果関係の解明や改善につなげて
いきたい。

B
健やかな
体

①日々の給食指導を通じ、食の大切さを知らせ
る。②体感を鍛える本校オリジナルの「のびのび
ひまわりストレッチ」「滝小スマイル体操」を行い、
よい姿勢や体つくりを目指すとともに、けがの予
防に努める。③短縄跳び等を計画的に行い、運
動の機会を確保し、体力（特に持久力）の向上を
図る。

人権週間の取組では、一人ひとりが「自分や
周りの人々を大切にするために自分ができる
こと」を考え、実践した。今後も継続し、人権意
識の向上を図りたい。いのちの学習や学校保
健委員会での取組を通して、自尊感情を高め
ていくことにつながった。

B 豊かな心

①仲間づくりを大切にした教育活動を実践する。
②道徳教育・人権教育を充実させ、いじめの根
絶に向けて取り組みを強化する。③「あいさつ」
の意味を考え、日常に根付くように取り組みを強
化する。④教職員・児童の人権意識を高める校
内研修を実施する。⑤いのちの学習を計画的に
実践する。

豊かな心

①仲間づくりを大切にした教育活動を実践する。
②道徳教育・人権教育を充実させる。いじめの根
絶に向けて取り組みを強化する。③一日の生活
を豊かにする「あいさつ」の意味を考えさせ、日常
に根付かせる。④教職員の人権意識を高める校
内研修を実施する。⑤いのちの学習を計画的に
実践する。

児童指導の年間目標に「挨拶をしよう」を掲
げ、挨拶運動をしたり、繰り返し朝会などで指
導したりしてきたが、なかなか元気な挨拶が
定着しなかった。取組の工夫や徹底が今後の
課題である。いのちの学習は、保護者にも支
持されている。自分も他の人の命も大切にす
る態度を育てていきたい。

B 豊かな心

①仲間づくりを大切にした教育活動を実践する。
②道徳教育・人権教育を充実させ、いじめの根
絶に向けて取り組みを強化する。③「あいさつ」
の意味を考え、日常に根付くようにする。④教職
員・児童の人権意識を高める校内研修を実施す
る。⑤いのちの学習を計画的に実践する。

①「楽しく、分かる授業」を実践することで、子
どもの意欲を引き出したり、自信をつけさせた
りするよう努力した。主体的に学ぶ姿を追求し
続けたい。②基礎・基本の定着を目指し、実
態に応じて指導した。③宿題の内容を工夫し
て基礎的な知識・技能の定着を目指す。

B
生きてはた
らく知

①楽しく、わかる授業の充実を図り、達成感や成
就感を数多く経験できるようにする。②基礎・基
本の定着を図り、意欲をもって主体的に学ぶ子ど
もを育成する。③日々宿題を課し、採点・手直し・
理解補強を積み重ね、家庭学習の充実や基礎・
基本の定着を図る。

生きてはた
らく知

①基礎・基本の定着を図り、意欲をもって主体的
に学ぶ子どもを育成する。②楽しく、わかる授業
の充実を図り、達成感や成就感を数多く経験させ
る。③日々宿題を課し、採点・手直し・理解補強を
積み重ね、家庭学習の充実や基礎・基本の定着
を図る。

①基礎・基本の定着を目指し、一人ひとりの
実態に応じて丁寧に指導した。②「楽しく、分
かる授業」を実践することで、子どもの意欲を
引き出したり、自信をつけさせたりするよう努
力した。主体的に学ぶ姿を追求し続けたい。
③宿題の内容をさらに工夫して基礎的な知
識・技能の定着を目指す。

B
生きてはた
らく知

①楽しく、わかる授業の充実を図り、達成感や成
就感を数多く経験できるようにする。②基礎・基
本の定着を図り、意欲をもって主体的に学ぶ子ど
もを育成する。③日々宿題を課し、採点・手直し・
理解補強を積み重ね、家庭学習の充実や基礎・
基本の定着を図る。
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